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あいち次世代ロボット産業振興の取組について

平成25年５月28日
「地域共創型ロボット産業・ビジネス活性化セミナー」

愛知県産業労働部産業振興課次世代産業室

１．愛知県のロボット産業の概況

工業統計から見ると…

２．あいち次世代ロボット産業の振興

２－１ 本県のロボット産業振興策の変遷

２－２ 本県の産業振興策上でのロボット産業の位置づけ

２－３ 平成２４年度の取組実績

２－４ 平成２５年度の取組計画

３．ロボット産業振興における課題

本日の内容

１
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出所：経済産業省「平成22年工業統計」

出荷額等、事業所数、従業者数いずれも全国１位。

ロボット製造業の製造品出荷額等 ロボット製造業の事業所数 ロボット製造業の従業者数

１．愛知県のロボット産業の概況

工業統計から見ると…

愛知県
1,034億円
（23.9％）

愛知県
71社

（15.6％）

愛知県
2,210人
（15.6％）

静岡県
30社（6.6％）

大阪府
28社（6.1％）

長野県
26社（5.7％）

神奈川県
26社（5.7％）

静岡県
1,731人
（12.3％）

山梨県
1,650人
（11.7％）

福岡県
1,616人
（11.4％）

兵庫県
786人
（5.6％）

その他
6,130人
（43.4％） 全国

14,123人
全国
456社

その他
275社

（60.3％）山梨県
892億円
（20.6％）福岡県

574億円
（13.2％）

静岡県
378億円
（8.7％）

長野県
319億円
（7.3％）

その他
1,138億円
（26.3％）

全国
4,335億円

２

３

２．あいち次世代ロボット産業の振興

２－１ 本県のロボット産業振興策の変遷

年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

取組方針 産学行政ネットワーク形成 生活支援ロボットの重点支援

情報提供

研究会開催

研究開発
促進

研究開発
支援

実証実験
支援

普及促進

ヒューマンロボットコンソーシアム等によるシンポジウム・セミナーの開催

ロボット研究会の開催

RT研究会 ロボット産
業研究会

安全技術
研究会

あいち産業科学技術総合センターにおける研究開発

リハビリ支援ロボット開発 ロボット教示手法研究開発

新あいち創造研究開発
補助金

実証実験の場の提供
実証実験の協力機関
マッチング、実験支援

次世代ロボット、医療・介護ロボットの展示会開催
コンテスト

開催

H17～
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２－２ 本県の産業振興策上でのロボット産業の位置づけ

４

２－３ 平成２４年度の取組実績

情報提供

研究会
開催

研究開発
促進

研究開発
支援

実証実験
支援

普及促進

次世代ロボット産業の育成・振興を目的とする情報交換･技術交流

５

「ロボットシンポジウム２０１２ 名古屋」の概要 (H24.10.22）

■ 主催者：ロボットシンポジウム名古屋実行委員会（県、市、団体で組織化）
■ 場 所：ナディアパーク・国際デザインセンタービル
■ 来場者数：約140人
■ 内 容：

基調講演 「サービスロボット産業を事業化するために」
（独）産業技術総合研究所 副部門長 大場光太郎 氏

特別講演 「福島原発とロボット」
千葉工業大学 未来ロボット技術研究センター 副所長 小柳栄次 氏

事例発表１ 「災害復旧等における無人化施工技術」
（独）土木研究所 主席研究員 藤野健一 氏

事例発表２ 「アクティブリンクのパワーアシストロボット開発」
アクティブリンク（株） 代表取締役社長 藤本弘道 氏

事例発表３ 「イチゴ収穫ロボットの開発」 ～ロボット対応型植物工場の提案～
（独）農業・食品産業総合研究機構
生物系特定産業技術研究支援センター 主任研究員 林茂彦 氏

ロボット分野に関心のある企業や、開発を進めている企業、大学の研究者の参加を呼びかけ、国内トップクラスの専
門家と県内企業・大学等の研究者との間の情報交換・技術交流の促進の場
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２－３ 平成２４年度の取組実績

情報提供

研究会
開催

研究開発
促進

研究開発
支援

実証実験
支援

普及促進

ロボット産業研究会の概要
主催：公益財団法人科学技術交流財団 協力：愛知県
会員数：45団体、51名（自動車・機械産業、研究機関・大学等で構成）

*11団体は23年度ロボット要素技術応用研究会（ＲＴ研究会）から引き続き参加

■ 第１回 (H24.8.29)

テーマ：手術支援ロボットや人工心臓など医療分野のロボット開発動向

講 師：神戸大学 山根教授、名古屋工業大学 荒田助教、
オリンパスメディカルシステムズ(株) 小賀坂部長

■ 第２回 (H24.12.6）

テーマ：生活支援ロボットの安全基準

講 師：（独）産業技術総合研究所 大場副部門長、名古屋大学 山田教授、
総合警備保障(株) 有木課長代理

■ 第３回 (H25.2.8)

テーマ：介護福祉・リハビリテーションロボットの開発動向

講 師：(独)国立長寿医療研究センター 近藤部長、トヨタ自動車(株) 髙木理事

６

モノづくり企業の次世代ロボット分野への新規参入を促す研究会

２－３ 平成２４年度の取組実績

情報提供

研究会
開催

研究開発
促進

研究開発
支援

実証実験
支援

普及促進

７

■ リハビリテーション支援ロボットの製作（H17～21年度）
理学療法士が患者に施すリハビリ動作をカメラで撮影・解析、加える

力をセンサで計測。同じ動作をロボットが再現し、リハビリを実施する。
・リハビリ効果を検証する安価な計測システムとして応用が可能。
・理学療法士から、自由度の高いリハビリが可能だが、患者を寝か
した状態で実施できると、より現実的と評価を受けた。

■ 多品種少量加工･セル生産ロボットに適した教示法の研究開発
（H22年度～）

産業用･非産業用とも、ロボットに、作業内容を短時間で、簡単
に教える教示法が必要不可欠である。

リハビリ支援ロボット用として開発した機械式教示装置を発展さ
せ、多品種少量生産やセル生産などの産業用ロボットへの応用
可能な教示装置を開発する。設備の生産性の改善に貢献でき
る。

・機械式教示機構を改良し、産業応用可能な高精度な教示を
実現した。

あいち産業科学技術総合センターが取組む研究開発

目的：地域企業に対し、ロボット開発に関する技術支援(技術移転）を行うこと。
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２－３ 平成２４年度の取組実績

情報提供

研究会
開催

研究開発
促進

研究開発
支援

実証実験
支援

普及促進

○企業区分別 大企業 １４件（２４％） 中小企業 ４５件（７６％）

○申請区分別 研究開発 ３８件（６４％） 実証実験 ２１件（３６％）

○対象分野別 次世代自動車 １０件（１７％） 航空宇宙 ６件（１０％）

環境・新ｴﾈﾙｷﾞｰ １４件（２４％） 健康長寿 ５件（８％）

情報通信･ﾛﾎﾞｯﾄ ６件（１０％） 特定基盤技術 １８件（３１％）

○地域区分別 名古屋地域 １９件（３２％） 尾張地域 １７件（２９％）

西三河地域 １５件（２５％） 東三河地域 ８件（１４％）

企業名 事業の内容

東海ゴム工業(株) 触覚センサを備えた柔軟外装を有する介護支援ロボットの研究開発

トヨタ自動車(株) 歩行練習及び自立歩行を支援するロボットの研究開発

スマッツ(株) 月・惑星探査ローバの研究開発

(株)マクシス・シントー ロボット制御用3次元計測インテリジェント・カメラに関する実証実験

【ロボット関係】

企業等が行う研究開発及び実証実験の支援

■２４年度の採択件数は５９件、交付額合計は７億６千万円。

８

～｢産業空洞化対策減税基金｣を原資とする「新あいち創造研究開発補助金」～

２－３ 平成２４年度の取組実績

情報提供

研究会
開催

研究開発
促進

研究開発
支援

実証実験
支援

普及促進

９

■ 実施方法…県内・外の企業、大学、研究機関などから公募。
審査会による実施許可の判断、有識者等からのアドバイスの提供。

■ 実施場所…愛・地球博記念公園内 （H24年度来場者：約148万人）

長久手市茨ケ廻間乙1533-1

■ 実施期間…愛・地球博記念公園の開園日

■ 実施状況…実施許可件数１件

キャリオ技研㈱による無人飛行探査ロボット
（野球場や大芝生広場において９回の実証実験を実施）

次世代ロボットの実証実験の場の提供
＋ 有識者からの助言（実験内容、安全方策等）

実証実験の場の提供概要
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⑥野球場 ★有料施設
・野球場3面
大人用１面（両翼91.44ｍ、センター115.82ｍ）
小人用２面（両翼80.00ｍ、センター90.00ｍ）

・広いグランドでロボットの性能試験などが可能。

①地球市民交流センター
○地球市民交流センター周辺の屋外スペース
・坂道、遊歩道、エレベーターへの乗降など移動支援ロボットの走行に相応
しいテストコース。

・全走行距離420m,幅員最大2.5m,最大勾配5%,段差0cm（設計上施行直後）

・エレベーター仕様（入口0.9m（幅）×2.1m（高さ）、カゴ内寸1.6m（幅）×2.1m
（高さ）×1.5m（奥行き）、最大積載重量1,000kgf、）

○体験学習室、多目的室、多目的スタジオ ★有料施設

・広さ75.71m2～155.53m2

・屋内向けロボット等の実演展示も可（机、椅子の活用できる）。

④愛・地球博記念館
・フラットな屋内
・ロボットによる見学者の案内
や展示物の紹介などの実証
実験が可能。

⑤幅広道路
・道幅の広い、フラットな路面
○区間Ⅰ[総合案内所～愛・地球博記念館]
距離90m、幅員11.2m、最大勾配6%

○区間Ⅱ[総合案内所～大芝生広場]
距離300m、幅員11.2m、最大勾配5%

②総合案内所付近
・フラットな路面
・勾配3.6%
・広さ 748m2

・来園者が必ず通る場
所。

③大芝生広場
・広さ11.893m2

・屋外の広いスペー
スで屋外用ロボット
の実証実験に最適。

【参考】 実証実験場 愛・地球博記念公園

１０

２－３ 平成２４年度の取組実績

情報提供

研究会
開催

研究開発
促進

研究開発
支援

実証実験
支援

普及促進

１１

一般の方や企業への普及促進を目的として

■ ロボットシンポジウム ２０１２名古屋 (H24.10.22）
場所：ナディアパーク
主催：ロボットシンポジウム２０１２名古屋実行委員会
内容：講演会と展示会

（展示会：１４機関、ロボット２２点展示）
成果：来場者約３５０名、テレビ５社・新聞３社取材

■ あいち次世代ロボットフェスタ in ラグーナ蒲郡 （H24.11.3～4）
場所：ラグーナ蒲郡
主催：愛知県
内容：８機関、１７点のロボットを展示
成果：来場者約１，２００名

■ あいち次世代ロボットフェスタ in ﾓﾘｺﾛﾊﾟｰｸ (H24.11.16～18)
場所：愛・地球博記念公園
主催：愛知県
内容：１６機関、２８点のロボットを展示
成果：来場者約３，２００名

企業や大学等で開発されているロボットの実演展示会の開催
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２－３ 平成２４年度の取組実績

情報提供

研究会
開催

研究開発
促進

研究開発
支援

実証実験
支援

普及促進

１２

■ あいち次世代ロボットフェスタ in 健康プラザ (H25.2.8～9）
場所：あいち健康プラザ
内容：
＜展示会＞ 15機関、医療・介護ロボット23点を展示。

＜プレゼンテーションステージ＞ 出展機関６者によるプレゼン。

＜講演会＞

「ロボット介護機器開発・導入促進について」
経済産業省 製造産業局産業機械課 課長補佐 北島明文 氏

「医療・介護ロボット開発における課題の要点」
藤田保健衛生大学 副学長教授 才藤栄一 氏

「歩行補助ロボットWPALの取組状況について」
アスカ㈱ 参与開発本部 武満知彦 氏

「関西地域におけるロボット産業創出に向けた取組について」
大阪工業大学 工学部ロボット工学科客員教授 本田幸夫 氏

成果：来場者約900名、テレビ3社・新聞3社取材

国の施策 ⇒

他 地 域 ⇒

医療現場 ⇒

開発企業 ⇒

【来場者アンケート結果】

【出展者アンケート結果】 回答者数：１４機関

＜講演会に対する主なコメント＞
・ロボット介護機器の開発に関する問題点、制度の
課題など例えが多く大変分かりやすかった。

＜プレゼンテーションに対する主なコメント＞
・展示だけでは理解しにくかったが、プレゼン形式
でよく理解できた。

・複数製品を紹介された企業の発表時間が短い。

＜実演展示に対する主なコメント＞
・出展者や展示物が少ない、会場が狭い。
・体験場所を作ってほしい。
・長寿研などとのタイアップがあればもっと面白い
のでは。

エンドユーザー（一般の方、医療・介護施設）への応対件数 １，１６９件

うち試用や実証に係る相談件数 ４４件

出展ロボットに対する意見聴取件数 ７５４件

商談件数 ２０件

Q. ご覧になられた感想

（回答者43名/来場者145名）

（回答者13名/来場者84名）

（回答者48名/来場者885名）

Q. 実演展示された感想

１３

【参考】「あいち次世代ロボットフェスタ in 健康プラザ」におけるアンケート結果

講演会・セミナーによる情報提供

メーカー同士のマッチング

開発者とユーザーとのマッチング

研究開発に対する技術支援

研究開発に対する資金支援

実証実験ができる施設の確保

実証実験のサポート

ロボットの展示会、PRの場の提供

ロボット導入に係る資金支援

規制・制度の緩和やルール作り

その他

Q. 医療・介護ロボットの開発・普及を促進するために必要と
する行政の支援策は？
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２－４ 平成２５年度の取組実績

情報提供

研究会
開催

研究開発
促進

研究開発
支援

実証実験
支援

普及促進

１４

生活支援ロボットの開発動向や実用化に向けた先進事例などを紹介する
セミナーを開催。

ロボット開発企業やこれからロボット開発を試みる企業等を構成員（２０名程
度）とし、生活支援ロボット開発に係るリスクアセスメントに関する研究会を開催。

公募・審査会を経て、愛・地球博記念公園等を実証実験の場として提供。
介護ロボットも含む福祉用具に関する実証評価の仕組みづくり。

「産業空洞化対策減税基金」を原資とする「新あいち創造研究開発補助金」

により、企業等が行う研究開発及び実証実験を支援。

あいち産業科学技術総合センターにおいて、セル生産ロボットに適した教示法
を研究開発。

次世代ロボットや介護ロボットの展示会の開催。

１５

【参考】 介護ロボットも含む福祉用具に関する実証評価の仕組みづくり
～福祉用具・介護ロボット実証評価促進事業～

【福祉用具の特性と課題】

・「多品種・小ロット型」で中小企業が参入しやすい。

【事業目的】

・適切な実証評価が行われないケースが多い。

（医療機器のように臨床試験（治験）のルールが決められていない。）

・製品の安全性や性能等について、ユーザーサイドで判断することが困難であるため、広く利用され
ないという課題がある。

本県における福祉用具の開発及び事業化の促進を図るため、福祉用具に対する安全で効
率的・効果的な実証評価の仕組みの構築を目指す。

【事業内容】

○調査：実証評価を希望する県内企業・大学、協力する県内医療・介護施設

実証評価の実施に関する仕組み（体制と手続き）、実証評価(試行)の内容(評価項目等）

○試行：実証評価(５件)

○検討：

○成果発表会：展示・発表会


